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  Effects of flavoxate on lower urinary tract disorders were evaluated by observation of relief of
subjective symptoms． 66 patients． （26 nervous pollakisuria’， 16 chronic cystitis， 9 neurogenic bladder，
8 chronic prostatitis， 7 prostatic hypertrophy） were treated with flavoxate． The clinical response
was excellent in 21 patients （3i．80／．）， good in 15 （22．70／．）， fair in 12 （18．20／．） and poor in 18 （27．30／，）
of 66． The rate of effectiveness was 72．7 per cent， and there was no remarkable side effect． Our
study comfirms that flavoxate ig． clinically accepted to be a usefu1 drug．









Table 1． 症   例  一  覧  表
症例年齢性 診 断  合併症  投与量  排尿回数  尿意促迫 残尿感 排尿痛～ 会陰部不快感 不快感     総  合排尿困難    効果判定
1． S． T． 15
2． M． T． 57
3． M O． 48
4・ S・ Me 59
5． KA 57
6． T． S． 39
7． Y． A． 42
8． T． K． 39
9・ K S一 9
























































































































11． K． O． 38，
12． K． S． 58
13． Z． O． 61
14・ S・ le 38
15． S． K． 59
16． Y． O． 31
17． U． S． 59
18・ Le W・ 59
19． Z． S． 67
20． A ￥． 75
21． T． K． 48







  前立腺男   肥大症
  前立腺男   肥大症
  前立腺男   肥大症
女慢性膀胱炎
  神経因性男    膀胱
 前立腺男   肥大症
          昼9→6  3T／day ×          夜3→0     14d・y・ （著効）
          昼10→5 3T／day ×          夜4→0     14 d・y・ （二二）
融圧症・・／・・y×激コ1
冠不全      7d・y・ （有効）
          昼11→5 3T／day ×          夜3→0     14d・y・ （有効）
          昼8→83T／day X          夜3→3     14d・y・ （無効）
          昼15→15    3T／day ×          夜0→0     14 d・y・ （無効）
壷雛症・・／・・y×髪コき
 脳虚血． 21days （やや有効）
          昼1⑪一→7    3T／day ×          夜5一→2．     94d・y・（やや有効）
    ・T／・・y・瓢コ藷
     14 d・y・ （無効）
    ・・／・・y×髪黙1．
      7d・y・ （著効）
    ・・／…×灘コ1
     14day・ 侑効）

























































































      神経因性．24・K．T．78男        膀胱
      神経因性25．K。1。54男        膀胱
      慢性．26．K． T． 26 男       前立腺炎
      神経因性2ZK．K。47女        膀胱
28．T． T．45女慢性膀胱炎
      神経因性29．T。 S．72女        膀胱
・・甑75男前欝症
      慢性31．Y」Oe 52男       前立腺炎
      慢性32．Y．0．52男       前立腺炎
      慢性33．S。K．55男       前立腺炎
      慢性34． K二●K．  57  男       前立腺炎
前立腺
 結石







    昼9→74T／day ×    夜4→115d・y・ （有効）
    昼4→54T／day ×    夜8→1 7d・y・ （著効）
    昼10→74T／day ×    夜7→214d・y・ （著効）
    昼6一→53T／day ×    夜4→114d・y・ （有効）
    昼6→63T／d ay ×    夜3一ナ5 14d・y・ （無効）
・・／・・y×髪癖1
 7d・y・ （著効）


















































































35． K．K．  70  女  ネ樋口’陸ヒ頻尿
       神経因性36． Te S．  59  男         膀胱
37．H．Y．58男神経性頻尿
38．K．覧  6 男 神経性頻尿 停留睾丸
       前立腺39．K。F．76男        肥大症
40．1（．S．48 男 慢性膀胱炎
       慢性  前立腺41，A。0．58男        前立腺炎  結石
       神経因性42．K．S．67男         膀胱
       神経因性43・ Y・ S・73男  膀胱
44．S． S． 50 男 慢性膀胱炎
       前立腺45．K。K．65男        肥大症




    昼8→．94 T／d ay ×    夜X2→3 7days  （著効）
・T／・・y・暴1嚢1
 7d・y・ （著効）
    昼6→74T／d ay ×    夜4→114．d・y・ （著効）
・Tんy×嚢18コ18
 14d・y・ （著効）
    昼10→53 T／d ay ×    夜4→214d・y・ （著効）
    昼8→63 T／d ay ×    夜4→714d・y・（やや有効）
・T／・・y×霧1コ1
 14d・y・（やや有効）
    測定不能．頻3T／day ×    回．カラLテル 14days 留置（無効）
・T／・’Ey・`2’コ1
 14d・y・ 撫効）


















































































53．N。1． 30 男 神経牲頻尿
54K・μ58女権性撫
55．F．． T． 64 女 神経性頻尿
56．H．K．29女神経性頻尿
57．M． S。 49 女 神経性頻尿
58．S．M．41女神経性頻尿


























































































        慢性62．H．0．33男         前立膝炎
63．UT．56女神経性頻尿
        慢性64．［1］．K。45男         前立腺炎
65．M． S．47 女 慢性膀胱炎
66．S．A。78男慢性膀胱炎
・T／・・y×髪1鈎！
          な し14d・ys（やや有効）
     昼1⑪→103T／day ×     夜4→4 な し 7晦・ （無効）
     昼10→83T／day X     夜2→1 な し14d・y・ 侑効）
     昼15→153 T／d ay ×     夜3→3 な し 14d・y・ 撫効）
     昼20一う123 T／day ×     夜3→3       な し 14d・y・（やや有効｝
・T／・・y．E餐13ご∫有効
 14d・y・ （やや有効）
     昼10→83 T／d ay ×     夜3→1       な し 7 d・y・（やや有効）













































































































Table 2・総 合 効 果
著 効 有 効  やや有効 無 効 計 有効率
 21修F聾    15修F蓼   12膏0    18修；U




























































症状  効果  著 効 有効 やや有効 無効 計 有効率
排尿 回 数
尿意 促迫




 21例   13例
（31．8％） （19．7％）
 15 5（40．5％） （13．5％）
 12 11（30 ％） （2Z5％）
  8      4
（2 6．7 ％） （1 3．3 ％＞
  3      4
（14．3％） （19．0％）
  0      4
（ O ％） （3 0．8 ％）
 13｛列     19伊巨
（19．7％） （28．8％＞
  6     11
（16．2％） （29．7％）
  3     14
（ 7．5％） （35 ％）
  4     14
（1 3．3 ％〉 （4 6．7 ％＞
  1     13
（ 4．8 ％） （6 1．9 ％）
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